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【今号の内容】 

●確定拠出年金の「マッチング拠出」、ぜひご検討ください 

～従業員も掛金を拠出できるようになりました～ 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

     確定拠出年金の「マッチング拠出」、ぜひご検討ください 

       ～従業員も掛金を拠出できるようになりました～ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 事業主の皆さん、「企業型確定拠出年金」について、従業員も掛金を拠出でき 

る「マッチング拠出」をご存じですか？ 

 

 「企業型確定拠出年金」は、事業主が拠出した掛金を原資に、従業員（加入者） 

自身が金融商品を選択・運用する企業年金です。運用にはリスクも伴いますが、 

成果は将来の年金額に反映されるほか、転職しても年金原資を転職先に移せる 

（ポータビリティ※）などの利点があります。 

 ※ 転職先に企業型確定拠出年金がない場合は、個人型確定拠出年金に移すこ 

  とになります。 

 

 これまで掛金を拠出できるのは事業主だけでしたが、今年１月から、事業主の 

掛金に上乗せして従業員も拠出できるようになりました。これを「マッチング拠 

出」といいます。 

 

 従業員にとっての、マッチング拠出のメリット、ルールは次の通りです。 

 

 【メリット】 

  ○ 若いうちから年金資産を積み増すことで将来の給付額を充実させること 

   ができ、老後の安心につながります。 

 

  ○ 掛金は全額が所得控除（小規模企業共済等掛金控除）の対象となり、税 

   制面での優遇が受けられます。 

 



 【主なルール】 

 １ 掛金の限度額 

   拠出できる掛金の額は、事業主による掛金の同額以下です。 

   ただし、事業主と従業員の掛金合計額は法令規定の拠出限度額（※）以内 

  である必要があります。 

 

 ＜拠出限度額＞ 

  ・他の企業年金がない場合 月額５万 1000円 

  ・他の企業年金がある場合 月額２万 5500円 

  ※例えば、他の企業年金がなく事業主の掛金が２万円の場合、 

   従業員は２万円まで拠出可能。 

 

 ２ 掛金額の変更 

   年１回に限り、掛金額を変更することができます。 

 

 ３ 脱退・資産の引き出し 

   原則として、60歳までは脱退や年金資産の引き出しはできません。 

 

 マッチング拠出を導入するには次の手続きが必要です。 

〔既に確定拠出年金を実施している事業主〕 

  現在の規約にマッチング拠出の規定を追加する必要があります。管轄の厚生 

 局で規約変更手続きを行ってください。 

 

〔新たに確定拠出年金を実施する事業主〕 

  マッチング拠出の規定を含めた規約を労使合意のもと作成し、管轄の厚生局 

 で承認を受けてください。 

 

 【詳しくはこちら】 

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/nenkin/nenkin/kyoshutsu/index.html  

 

 【お問い合わせ先】 

   契約先の運営管理機関か、以下の管轄厚生局へお問い合わせください。 

http://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shozaiannai/chihoukouseikyoku.html  

 

 

======================================================================== 



★配信停止の手続き  https://krs.bz/roumu/m?f=8  

★バックナンバー   http://merumaga.mhlw.go.jp/backnumber/index.html  

★登録に関するお問い合わせ  https://krs.bz/roumu/m?f=11  

★メルマガの内容に関するお問い合わせ（厚労省ホームページ「国民の皆様の声」 

 へリンク） https://www-secure.mhlw.go.jp/getmail/getmail.html  

★編集：厚生労働省 

 

●当メールマガジンは外部の電子メール配信サービスを利用して行っています。 

●登録していないにも関わらず本メールが配信された場合は、他の人が間違えて登 

 録した可能性がありますので、配信停止の手続きをお願いします。 

●当メールマガジンの送信元アドレスは送信専用となっています。 

●携帯メールなどには対応しておりません。 

●可能であれば等幅フォントにてご覧ください。 

●当メールマガジンの内容の全部または一部については、私的使用または引用など 

 著作権法上認められた行為として、出所を明示することにより、引用、転載、 

 複製を行うことができます。 
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